
数学Ⅰ ２次関数のグラフ① ( )年( )組( )番( )
じ か ん す う

2次関数
じ か んすう

半径が x cm の円の面積を y cm2 , 円 周 率をπとすると，( y＝ )と 表 される。
はん け い えん めん せき えん し ゅう りつ あ らわ

周りの長さが 20 m，縦の長さが x cm の 長 方形の面積を y cm 2 とすると，横の長さは
まわ な が た て な が ちょ う ほう けい めん せ き よこ なが

( － x ) になるから，( y＝ x ( － x ) ) と 表 される。
あら わ

このように， y が x の 2 次式で 表 される関数を( )という。
じ し き あ らわ か んす う

一般に x の 2次関数は , a≠0, b, cを定数として，y＝a x2＋b x＋c の 形 で 表 される。
いっ ぱ ん じ か ん すう て い すう か たち あ らわ

・y＝ x2
のグラフ

2 次関数 y＝ x2
のグラフを描いてみよう。 y

じ かん すう か

表を作り，点をなめらかにつなぐ。
ひょ う つく て ん

x －3 －2 －1 0 1 2 3

y＝ x2

1
原点を通り，y軸に関して対 称 である。
げ ん てん とお じ く かん たい しょ う

o 1 x
下に凸の 形 になる。
し た とつ か たち

・y＝ 2 x
2
のグラフ

2 次関数 y＝ x2
を利用して，2 次関数 y

じ かん すう じ かん す う

y＝ 2 x2
のグラフを描いてみよう。

か

x －2 －1 0 1 2

y＝ x2

×2 1
y＝ 2 x2

o 1 x

・y＝－ x2
のグラフ

2 次関数 y＝ x2
を利用して，2 次関数 y

じ かん すう じ かん す う

y＝－ x2
のグラフを描いてみよう。

か

1

x －2 －1 0 1 2 o 1 x

y＝ x2

×(－1)
y＝－ x2

上に凸の 形 になる。
う え とつ か たち

・y＝ a x
2
のグラフ

① ② y ② ① y＝ a x
2
のグラフを( 線)という。

せ ん

(1) 原点 O( , )を通る。
げん てん とお

(2) y軸に関して( )である。 (左右対称）
じく か ん さゆ うた いし ょう

1 (3) a ＞ 0 のときは( に凸) (∪ )
とつ

a ＜ 0 のときは( に凸) (∩ )
とつ

o 1 x
放物線の対 称 軸を( )という。
ほうぶ つせ ん たい し ょう じく

軸と放物線の交点を ( )という。
じ く ほう ぶつ せん こ うてん

③ ③

問題 A 上の図の①～③の放物線のグラフの式を読み取りなさい。
うえ ず ほう ぶつ せん しき よ と

x＝ 1 のときの y の 値 を利用する。
あ たい り よ う

① ② ③

・y＝ x2
＋ 2 のグラフ

2 次関数 y＝ x2
のグラフを利用して，2 次関数 y

じ か んすう り よう じ かん す う

y＝ x2
＋ 2 のグラフを描いてみよう。

か

x －2 －1 0 1 2

y＝ x2

＋ 2
y＝ x2
＋ 2

1

y＝ x2
の 頂点は( , )
ちょ うて ん

o 1 x
y＝ x2
＋ 2 の 頂 点は( , )

ち ょう てん

y＝ x
2
＋ 2 は y＝ x

2
を( 軸方向に ) 平行移動したグラフである。

じく ほう こ う へい こう い ど う

・y＝ a x
2
＋ q のグラフ

y＝ a x2
のグラフを( 軸方向に ) 平行移動したグラフである。

じ くほう こ う へい こ う い どう

頂 点は( , ) , 軸は y軸(x＝ 0) になる。
ち ょう てん じく じく



数学Ⅰ ２次関数のグラフ② ( )年( )組( )番( )
じ か ん す う

・y＝( x－ 1 )2
のグラフ

2 次関数 y＝ x2
のグラフを利用して，2 次関数 y

じ かん すう り よ う じ かん すう

y＝( x－ 1 )2
のグラフを描いてみよう。

か

x －2 －1 0 1 2 3

1
x－ 1

y＝ x2 o 1 x

y＝(x－ 1)2

y ＝ x2
の 頂 点は( , )
ち ょう てん

y ＝(x－ 1)2
の 頂 点は( , ) , 軸は( x ＝ )
ち ょう てん じ く

y ＝(x－ 1)2
は y＝ x

2
を( 軸方向に ) 平行移動したグラフである。

じく ほう こ う へい こう い ど う

・y＝ a (x－ p)2
のグラフ

y＝ a x2
のグラフを( 軸方向に ) 平行移動したグラフである。

じく ほう こう へい こう い ど う

頂点は( , ) , 軸は( x＝ ) になる。
ちょ うて ん じく

問題 A 次の 2 次関数の 頂 点と軸を求めて，グラフを描きなさい。
つ ぎ じ かん す う ち ょう てん じ く もと か

(1) y ＝(x－ 2)2 (2) y ＝ 2 (x＋ 2)2 (3) y＝－2 (x－ 3)2

頂 点( , ) 頂 点( , ) 頂 点( , )
ちょ う てん ちょ う てん ち ょう て ん

軸 x＝ 軸 x＝ 軸 x＝
じ く じ く じ く

1

o 1 x

1 1

o 1 x o 1 x

問題 B 次の 2 次関数の 頂 点を求めなさい。
つ ぎ じ かん す う ち ょう てん も と

1(1) y ＝ x2 (2) y＝－ x2
＋ 4 (3) y＝ (x＋ 3)2 (4) y＝－3 (x － 4)2

2

・y＝( x ＋ 1 )2
－ 2のグラフ

2 次関数 y＝ x
2
のグラフを利用して，2 次関数 y

じ か んすう り よう じ かん す う

y＝( x ＋ 1 )2
－ 1のグラフを描いてみよう。

か

x －3 －2 －1 0 1

1
x＋ 1

y＝ x
2 o 1 x

y＝ (x＋1)2

－2
y＝(x＋1)2

－2

y＝ x2
の 頂 点は( , )
ちょ う てん

y＝(x＋ 1)2
－2 の 頂点は( , ) , 軸は( x＝ )

ちょ うて ん じく

y＝(x＋ 1)2
－2 は y ＝ x

2
を x軸方向に( ) , y軸方向に( ) 平行移動した

じ くほ う こう じく ほ うこ う へい こう い ど う

グラフである。

・y＝ a (x－ p)2
＋ q のグラフ

y＝ a x2
のグラフを x軸方向に ( ) , y軸方向に( ) 平行移動したグラフである。

じ くほう こ う じく ほう こ う へ いこ う い どう

頂 点は( , ) , 軸は( x＝ ) になる。
ち ょう てん じく

問題 C 次の 2 次関数の 頂点と軸を求めて，グラフを描きなさい。
つぎ じ か んす う ちょ うて ん じく もと か

(1) y＝(x＋ 2)2
－ 1 (2) y＝ 2 (x － 2)2

＋ 2 (3) y＝－(x－ 2)2
＋ 1

頂 点( , ) 頂 点( , ) 頂 点( , )
ち ょう てん ち ょう てん ちょ う てん

軸 x＝ 軸 x ＝ 軸 x ＝
じ く じく じく

1

o 1 x

1 1

o 1 x o 1 x


